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生涯学習・市民活動情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「令和8年3月下旬発行予定」です。令和8年4月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。［令和8年1月末日必着］

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、思いやり駐車場は3台分用意
　しています。

※自転車・バイクの方は、近隣の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp
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合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和7年11月28日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36

生涯学習相談会「自己肯定感をはぐくむ
～親も子も輝くために～」が始まりました。
まちづくり市民交流プラザでは、今年6月から新たに、子育て講演

会を毎月第2土曜日に開催しています。
自己肯定感をはぐくみ、親も子も自信をもって笑顔になれる子育て

について学ぶことができます。例えば、干渉、しかり方、思春期への
心構え、こどもの人間関係トラブルなど、毎回様々なテーマで実施し
ています。今年度は10回開催予定で、1回完結型であるため、ご興味
のある回にどなたでも参加していただけるような講座になっています。
対象は、18歳までの子を持つ保護者、またはその養育に携わる方とし
ていますが、子育てに限らず、人間関係に悩みを持っている方や家族
と仲良くしたいと思っている方にも心に響く内容になっていますので、
講演内容に興味を持たれて参加される方も多くいらっしゃいます。
参加者からは、「子育てに自信がなくなることもあるが、話を聞けて

少し安心した。もっと早く知っていれば、肩の力を抜いて子育てができ
たのではないかと思う。我が子に対してだけでなく、すべての人間関
係に生かせる内容だった。」などの前向きな感想が寄せられました。
1時間の講演の後は、希望

者に個別相談を実施していま
す。1組15分、先着2組の事前
申込制です。心理相談員で
ある講師と気軽にお話しした
り、つながりを持ったりする
機会になります。

ぜひ興味のある回にご参加ください。講演及び相談会のお申し込み
をお待ちしております。

なかちゃん音楽の輪「まちかどコンサート～吹奏
楽で奏でるゲーム音楽の世界～」を開催しました。
まだまだ暑い夏の終わりの8月31日、1階ロビーを会場に「まちかどコ

ンサート」を開催しました。
今回のテーマは「ゲーム音楽」。2023年に結成されたゲーム音楽専

門吹奏楽団「プレイヤーズウインド広島」の皆さまをお迎えし、大人か
らこどもまで楽しめるさまざまなゲームの曲を披露していただきました。
誰もが耳にしたことのある名曲からゲーム好きの方が思わずニヤリ

とするような少しマニアックな曲まで、たくさんのゲーム音楽が金管五
重奏、フルート四重奏など様々な編成によって、吹奏楽ならではの迫
力あるサウンドと軽快なリズムに乗せて奏でられ、世代を超えて多くの
来場者がその世界に引き込まれていました。情熱的な冒険の曲では胸
が高鳴り、懐かしさあふれる優しい名曲では自然と笑顔がこぼれるな
ど、素晴らしい雰囲気の中で行われた今回のまちかどコンサートも、
「市民が気軽に音楽に触れ合
える場づくり」という目的を
大いに達成できたと感じます。
今後は12月13日、2月21日

にロビーコンサートの開催を
予定しております。お気軽に
お立ち寄りいただき、ロビー
に響き渡る音色や歌声をご
堪能ください。皆さまのご来
場を心よりお待ちしておりま
す。
【コンサートの開催情報につ
いては、今後発行される広
報紙や下記のホームページ
をご覧ください。】

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！
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80年の時を超え生きのびた被爆樹木
種と苗木を世界各国へ送り平和を発信

グリーン・レガシー・ヒロシマ・イニシアティブ

さまざまな人の協力でハードルを乗り越え
被爆樹木の存在と意味を世界中に伝える
広島の爆心地から半径2km以内にある、原爆を生きのびた被

爆樹木は、55カ所に159本が現存しています。この被爆樹木の種
と、種から育てた苗木を、世界各国に送る活動をしているのが

「グリーン・レガシー・ヒロシ
マ・イニシアティブ」です。
コーディネーターとして活動し
ているのは、ナスリーン・アジ
ミさんです。
「平成15年、広島県が国連
機関の誘致に動き、UNITAR
広島事務所の開設が決まり
ました。当時私は、UNITAR
ニューヨーク事務所の所長で

したが、被爆地広島での活動に興味を持ち、初代所長として赴
任しました。以後20年近く広島で過ごしてきました」と語るナスリー
ンさん。
イラン生まれの、スイス国籍で、広島に来るまでは長年アメリカ
で生活してきたナスリーンさんは、広島で生活する中で、被爆樹
木の存在を知り、伝える意味を感じました。そしてNPO法人
ANT-Hiroshima理事長渡部朋子さんと意気投合。平成23年に、
被爆樹木の存在と意味を世界中に伝えようと「グリーン・レガシー・
ヒロシマ・イニシアティブ」を共同で創設するに至りました。事務局
はUNITAR広島事務所内に置いています。
「当初、被爆樹木の種や苗木を海外に送ることは、検疫等の関
係でハードルが高く、困難を極めました。しかし、被爆樹木の存在
と意味を世界中に広げ、その一本一本がつながっていくことで、
いずれはオーケストラのように、世界に平和を奏でる象徴になって
ほしいとの願いを実現するために、関連する行政機関、広島市
植物公園、樹木医の堀口力さんなど多くの人の協力を仰ぎシステ

CLOSE
UP

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。☎082-545-3911
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▶グリーン・レガシー・ヒロシマ・イニシアティブ

「第39回広島市民
平和の集い」で
講演する佐藤さん
（令和7年6月）

▶特定非営利活動法人HPS国際ボランティア

戦後80年
「へいわって
すてきだね」と
題した発表会
（令和7年春公演）

▶ひろしま音読の会

07 人材バンク  名人 宝人 達人
▶浅尾 哲三さん
▶古山 昌子さん

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶被爆痕跡を巡りデジタル地図を作成することで記憶を伝承

らしっくコラム
▶海外の視点から見た被爆80年
　広島市立大学広島平和研究所 准教授
　孫 賢鎮

06 ようこそ！公民館へ
▶安佐北区内公民館

11 情報の森

15 プラザ通信

ムを構築し、世界各国に苗木を送ることができるようになりました」。

たくしましく生き続ける被爆樹木は
世界に平和を訴え続ける象徴
発足から14年経った今は、4つの目標を持ち、活動に取り組ん

でいます。1つ目は、このプロジェクトは1,000年プロジェクトであっ
て、短期的なプロジェクトではないこと。2つ目は、現在、約40カ国
150以上のパートナーが参加しているプロジェクトの参加国をもっと
増やすこと。3つ目は、広島だけでなく長崎にも存在する被爆樹木
の種、苗木も送れるようにすること。そして4つ目は、この被爆樹木
を記録したリストに、今も紛争が続いている国で、戦禍を免れた木
を加え、平和の象徴として記録していくことです。
被爆から80年が経ち、昨今は異常気象も多く、被爆樹木も倒
木等の恐れが懸念されていますが、ナスリーンさんらは変わらず、
被爆樹木の種と苗木を世界各国へ送る活動を継続するつもりで
す。「ニューヨークのセントラルパーク、ロンドンのハイドパークのよう
に人々にとってその存在が当たり前であるのと同じように、原爆の
惨禍を生き抜き、今なお青 と々した緑を彩る被爆樹木をルーツに
持つ木 も々、当たり前のように存在し続けるべきです。しかしその
存在価値をどう感じるかは、そのまちに暮らす人の気持ち次第、
考え方次第でもあります。被爆樹木は、紛争が絶えない世界に平
和を訴える象徴として、強いメッセージ性を持つ存在だと考えてい
ます」。
UNITAR広島事務所退任後、特別上級顧問を令和5年3月末

まで務め、現在は、アメリカの家族のもとと広島を行き来するナス
リーンさんですが、広島は第二の故郷との思いから、広島を拠点
としてグリーン・レガシー・ヒロシマ・イニシアティブとしての活動を
続けています。
被爆樹木が持つたくましく生きる自然の力を、平和のメッセージ

に置き換え、継続して発信し続けるナスリーンさんたちの思いが詰
まった活動は、世界に届く大きな力であると感じました。

ボランティアも
参加した被爆樹木
の種取りの様子
（令和6年）

▲ コーディネーター ナスリーン・アジミさん

▲ ボランティアも参加した被爆樹木の種取りの様子（令和6年）

東南ロータリークラブ被爆樹木絵画コンテスト表彰式（令和6年）
樹木医の堀口力先生（左）、共同代表の渡部朋子さん（左から二番目）

被爆80年  ヒロシマの記憶
未来へつなぐメッセージ

https://glh.unitar.org/?trk=public_post-text

09 H㎡助成支援団体のご紹介
▶せんだまちアートプロジェクト実行委員会
▶7 hours club
▶CROSS BUILD

わたなべとも こ

被爆80年を迎えた日本、その記憶は薄
れつつあります。被爆地広島だからこそ
できる、次世代につなぐためにさまざま
な活動をしている団体を紹介します。

ほりぐちちから



がむしゃらに生き抜いた80年
平和を願う思いは募るばかり
「祈る平和から創る平和へ」をスローガンに平成17年に設立し
た「特定非営利活動法人HPS国際ボランティア」。広島生まれの
被爆者、佐藤廣枝さんが代表を務めます。平和を祈るだけでは
なく、自ら考え、行動に移し、仲間と共に創りあげていく平和を目
指し日々 活動を行っています。
「原爆投下時、母と疎開していたため命拾いしたものの、兄が
学徒動員だったため、原爆の犠牲になりました。母と一緒に兄を
探しに何日も歩き回ったんですよ。母の悲痛な表情が今でもはっき
りと脳裏に焼き付いています」と話す佐藤さん。戦後の混乱の中、
生活のため、さまざまな仕事に就き、がむしゃらに生きて事業を成
功させるまでになり「この広島に恩返ししたい」と平和活動に目覚
めたと言います。原爆が投下され、灰のまちと化した後、復興し
た広島。今では国際文化平和都市として、平和の象徴ともいえる
広島で活動することの尊さに賛同した多くの人が、佐藤さんととも
に平和活動を行っています。

平和の継承
若者が考える「今、何ができるのか」
主な活動は、毎月第2日曜日の午前10時から実施している、平

和記念公園の清掃や、県内15校の高校生と作る平和教材の制
作、学生による平和記念公園内の碑巡りガイドなど。毎年元旦に
行われる「一人一輪千人献花」では、千本の花を用意し、平和
記念公園に来る人に一本ずつ手渡し、慰霊碑に花を手向けても

らっています。ま
た、旧日本銀行
広 島 支 店にて
「広島市民平和
の集い」を毎年開
催しています。
「学生たちには
考えることを意識
してほしいので、
基本的には主体
性に任せていま
す。私たちは少しのヒントを与えるだけ。平和教材の制作や平和
ガイドなど、人と触れ合いながら肌で感じたことを可視化してほし
い。しっかり考えて、情熱を持ち、取り組んでもらえたら」と若者た
ちに期待を寄せます。
「今からは継承していくことが重要だと思い、後継者の育成にも
力を入れています。未来ある若者に託す準備はできました。戦争
を知らない子どもたちでも、本当に素直に受け入れてくれていま
す」と佐藤さん。
被爆80年を迎

え、平和のバトン
を次のランナーへ。
私たち一人ひとり
が受け取らなけ
ればならない事だ
と感じました。

言葉を声に出し日本語の美しい響きを伝える
そして“ヒロシマ”を声に出して継承していく
被爆者自らが、原爆が落とされてからの日々 を思い出して紡い

だ言葉を声に出して読むことで「戦争や核兵器のない世界を築く
ための輪を広げたい」と願い、平成12年に広島の放送局に勤め
ていた元アナウンサー 3人が「ひろしま音読の会」を結成しました。
以後、メンバーの増減を繰り返しながらも活動を続け、現在は元
アナウンサー、演劇経験者など12人が在籍。今年25年の節目の
年を迎えました。
「言葉を声に出して丁寧に、日本語が持つ美しい響きを伝えると
ともに、“ヒロシマ”を声に出して継承していきたいんです」と、現在、
会の代表を務める佐藤千佳砂さん。原爆詩、そして被爆者自ら
が残した体験記を読むことで、言葉から伝わる力が、聞く人の想
像力をかきたてるといいます。
また事務局の中丸可陽さんは「私たち自身、それまで資料を通

して知識として知っていたことも、被爆者の体験記を読むことで、
新たな発見があります。また過去に読んだ作品も、数年後に改め
て読み直すと、当時とは違った感情を抱くこともあります。昔は点と
点にしか感じなかったことが、時を経て一本の線につながった…
そんな発見もあります」と話してくれました。
活動は大きく分けて春（2月または3月）と夏（7月または8月）の公
演。春はヒロシマには特化せず数ある文学作品の中からテーマを
絞った発表会を、夏は、原爆や平和に関する詩、体験記、文学
作品を取り上げた公演を行っています。その発表に向けて、毎月
2～ 4回ゆいぽーと（中区）での練習も行っています。
「長年続けてきた活動ですが、コロナ禍は、朗読の要でもある
声を出すことが制限されて、会の存続に関わる大変な時期でした。
人を集めて顔を合わせて発声することができない、一体どうしたら
良いのか。メンバーで考え抜き、自分たちでYouTubeチャンネル
を立ち上げ、朗読の様子を収録し発信することにしました」と佐藤
さん。コロナ禍が終息し公演が再開した今も、当時始めた
YouTubeチャンネルは残し、会の普及に一役買っています。

全国でヒロシマの被爆体験記を朗読
平和を願う気持ちを伝えていく
平成16年からは、国立広島原爆死没者追悼平和祈念館（中
区）が行った、ボランティアによる日本語と英語の被爆体験記の朗
読会の立ち上げに参画。現在も会のメンバー複数が参加してい

ます。「会の活動とはまた違い、要望のある全国に朗読で出向くこ
ともあり、各地で反響をいただいています。こちらも立ち上げから
20年近く続き、きっかけを作ったこと、そして今も続いていることに
ついて、私たちの大きな誇りにもなっています」と中丸さん。
コツコツと積み重ね、25年間続いている活動について「原爆詩
や体験記を、声に出して伝える朗読を通して、平和を願う気持ち
を伝えることは、広島で生まれ育った、喋り手としての使命じゃな
いか、そう感じています。個人では難しいことも、朗読が好きな仲
間が集まることで可能になって、同じステージに立ち続けられるこ
とに喜びを感じています」とは、平成17年から活動している鈴木
弘子さん。
長年行ってきた、戦争・被爆の悲惨さを綴った原爆詩、体験記

を声に出して読み、伝える活動は、これからもずっと伝えていかな
いといけないという責任を感じており、今後は若い世代も巻き込ん
でいきたいと考え
ているそうです。
経験に裏打ちされ
た確かな技術を持
ち、言葉が持つ力
を信じて活動する
皆さんに、大きな
エネルギーを感じ
ました。

祈る平和から創る平和へ
次世代とともに紡ぐ継承の日々
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ひろしま音読の会

被爆の惨状を綴った原爆詩や体験記を
声に出して伝え“ヒロシマ”を紡ぐ

特定非営利活動法人HPS国際ボランティア

さ とう ひろ え

とう ち か ささ

まる か ようなか

すず き

ひろ こ

https://hps.cx/

▲ 学生たちによる平和教材制作の様子 ▲ 大田洋子と原民喜の作品を取り上げ朗読（令和7年夏公演）

▲ 学生たちと制作した「ヒロシマの心」

▲ 元旦に行われる一人一輪千人献花の様子

YouTubeチャンネル https://www.youtube.com/@ひろしま音読の会

おおた ようこ はらたみき




